
いては，その機関の長，支社の地方機関に所属する職員につい

ては， その機関の長と なってし 、ゐ。

3 研修鰭座

研修講座は， 幹部職員に対し，峨~を管到!する技能，仕 ・ド を

教え る伎能，作業方法をし攻託する技能，人を倣う妓能およ びそ

の他指導院督上必~[な知識お よび以能の教育訓練を行な う。

この場合の幹部l段J\と ii~l 'm業部門にあっては主J，Y;. 現業部

|“ l にあ っ ては現場機lillの長 ・ 助役 ・ 主任 ・ 掛主務者等所属職員

を jñt~li. ~K{併またはJHJ存する地位にある者をい う。

研修鴻原の何日11および対象れ 11.次のとおりである。

(1) 係長研修排出

M見 ;応部 1"1 の係長または主席 。

(2) 現場fí- ili; 例l'i!' iì昨陀

mJ~機関の長 . Ij)J(吐 ・ j'， H: またはこれらに叩ずる職封。

(3) プロ γ トサービλ研修，ur~ J:坐

'};!;於 1)(1 係N J，機関の長 ・ 助役 ・ 主任 ま たはニれらに市ずる H品

封。

(ぺ ) 労働関係研修治W

JJL\'! 機関の長 ・ ll)JÎ止 ・主任 またはこれ らι叩 ずる l獄 n。

(5) j:E~~、事故防 11 研修講凶

〕型転、以，]!名現才、機関のjミ ・ 助役 またはこれ に中ずる l級以。

(6) 安全守l' J~ '.研修，満州

JJL\'、機1>\]の J " ・ 助役 ・ J _([ またはこれらι市三ずる峨i\。

(7) l ii:~ i守校f定日f修 a:~~士

J:ll_糸 川;1"1 の第，~，店、 lj;;i.tオおま たは，:. ). 1 に i\Iず る級品。

4 税n::;_~

~Q t~ j_'Z í .t ， 阪H の1:1 1 ，識お上び妓(IËの 1[，)1 ならびに業務の改:(/

に資する ため tこ ji ない . I リíl，1i， 長泊;尖施す る。

以 j_:I/'験場内教fI の純m としてあげられるが， これ らに包合

されゐもののうわ. JU-t: (~'J r/Cr-fl付れをnつ ・]l rJ~ と し て，次のも

のが規定されてし、ゐ。

1 J~転事故防 11: ， VIIMi

jill転 。j(故防止司I l t~iは ， 辺H~;Iこ |見l 係、のある峨1\ 1こ対 し . 71] lV逃i

転似以 k 必要なJ山本(I(J 事項および ' ] ( ，1&先生11午の，;，/，.品。j(態に対処

するために必決な ']p到につし、て ， 教育訓練を行なう 。

2 フ ロント サービ ス講習会

フロン ト サ ービ兄 iì位習会は. -;:<;;{、系統の現来職員に対 し . J主

客 ! 必 ，!-!! t.. W))につ L 、て t.1Ii 'l1 {c 11 なう。

3 央会"市昨 1レl会

こくてつのこ

ぞれ専任ないし兼任の抱当者を置いている。 また駅など現場機

関の職員の中から特に適任者を選び， 広報推進員として広報活

動の前衛としてし、る。さらに最終的には，職員一人 ー・人が PR

のにない手であることが国鉄の広報活動の指導理念である。そ

の怠味 li第 l に，国鉄のような巨大かつ俊雑な企業は， 特に職

員一人一人の態度で国鉄全体が評価される こと ， 第 2 に，もし

約 45 万人の国鉄職員(家族を入れて約 200 万人) が広報定、識に

目ざめて活動したら ， その効果は . L " チコミ 1 (口 から nへの

コ ミュ ニケ ーがヨ ン) という点からだけでも担IJ り知れないもの

がある ということ，第 3 に， 元来広報活動l主，広報をする 内谷

が実際に立派であることが前提で， それをどのよ うな形で表わ

すかは副次的なもの主考えるべ きであるこ と ， などである。

現在の組織がで きた始 まり は，昭和 26 ・ 12 ・ 1 に本社に設置さ

れた L広報委n会1 で ， その趣旨はLlliH')i の ように公衆と最も

1軒以な|対係にある企業 I-t:にあっては ， 特に PR 活動の必要性が

Mi感されるのであって ， 従米各市門において例々 に行なわれて

きた織近， 立{ム，街々 の iコ力不に対して，こ の際 PR 的観念の

下に統一性 と介ー脳性とを与え， さ らに進んでは PR 活動の全分

野にわた り . fl' i肺j !'I ~ J な純策\，: IJk IJ日す ることが緊要である。1 (逆

輸総局発行 し広報委 t-l.会の投'[i/!: について 1) と いう ものであ った。

そ の後日日午11 27 ・ 12 . 1.五 r~ 1H\会に事務川 と して文_ ，昨課広報室

がぷìll されたが . II(',-fn 30 ・ 1 0 ， 広報委n会 ;1:1]肢が発展(~"に解消

して本社にJム 報部が設位された。またこれに並行して 2 地方機

関の牧 viii も i j なわれ ， Il{{利 32 イ | 以降順次!ム ÿ:~~Wが ~'l rl'll さ れた。

CH 他 J， 快l剖
!( H,UIl, U. ;直行 J"， j，J包 @

旬以 L車川3) ， I 崎帥

J也 " ↓"動ホホ伶 1州91 . J也 'i

，を I !ll'阿" 欽 ;0代怖』械号車川

J"jO:';~働 H~r: '時ヲヒ局 以 ;n: '"，

!ß:_会 川rii1品科会は. 'J、務上外人旅客に践する峨 1 1に対 L ， J i，i j逃 2 1司鉄の広報活動
l 必裂な英会ロI~ の講習を í 1 なう 。 毎年年度当初jに広報活動l，~本方針 をたて.長l倒的展引に立つ
4 j'Jj車内 ?J II糾 た広報活動を千l な うと ともに，問題の発生ご と に臨機応変のは;

3 ;':副長お よひ鉄道1HIリ，;j N:IL 構内作於の危害予防をはカ ‘ :iili舌動ができるよ うに関係各局 とも日 ごろから緊併な連絡をと
るため，操車場を指定し ， 新たに 本構内作糸掛となった r， (6 っ ている。

箇)'] 以上 i'主結業務の粁!験のある 1.1;，:除 く。) に対 して辿 *，' :，1111斜Tを 国鉄のl広報活動は，活動の方式なし、 し媒体によ ってほぼ次の
i j なう。 (大 ]Jítiï 山り ように分けることができる。 f なわち ( 1 ) パ ブ リシティー

こくてつの己 う ほうかつどう 国鉄の広報活動 国鉄 (↑111 織犯供活動) (2) /1:版物 の発行 (3) 映同の製作，活用

を L知l っ ても らい . J1i! M して も らレ ， 支持してもらう 1 ために (4) 展示.HU し物である。これはおもに広報活動の主体の便宜
L戦1\ '人 ー人が PR のになL 手1 合スロ ー 1i '/に組織的かつ多 による も のであり ， 広報;'(!Iの j1'l務関係もほぼこれに従 っている。

1 fJi((.J な広報活動を行なっ て\，る。これは公共企業体である 1!iI鉄 (1) バプリシテ ィ ー (Publ ic ity)

の対社会的山務でも あ る。 バ ブリ シティーは，使半U:↑fi 報提供活動と訳されているが，

l 組 織 む しろパプリシテ ィ ーと しづ 英語のまま 日本で定着 して きてお

L わゆる岱 J!'ii (ムの来務は， 岱 XUall" l/J直I. ~] し，固有の!ム 織 り ， 国鉄で も徐々にではあるがポ ピュラ ーな用訴となりは じめ
活動 (PR) だけな次のような組織で行な っ ている。すなわち本 ている 。 要するに制 l~晶体 または個人が ， LI 己の中で発生 ， 創造
祉にjぷ 級制 . 2f l ・ 鉄道管.f'1リμi ・ 工場 ・ 地方資材部 ・ 地方 U lFJJ したニュ ー スを . Él 己の広報活動の 一環として ， 言論機関に提
11i 事務所に広報;~ないし文書課 ・ 総務課・ 11';務課を irt き ， それ 供することである。!ム合的を払い ， スベースを買いきる広告と
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